
第一章　総則 （1）

（依存構造分析によるタイ法条文の解読手順について）によるタイ法条文の解読手順について）タイ法条文の解読手順について）法条文の解読手順について）の解読手順について）解読手順について）について）

 ◎ はじめに

以下では、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方では、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方として、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方に特化した、統語（シンタックス）分析の方特化した、統語（シンタックス）分析の方した、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方統語（シンタックス）分析の方シンタックス）分析の方分析の方の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方方

法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方に特化した、統語（シンタックス）分析の方ついて解説します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（一応、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方言語学でかつて利用されていた依存文法（でかつて利用されていた依存文法（されていた依存文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方（シンタックス）分析の方dependency grammar）分析の方という理論を理論をを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方

利用されていた依存文法（しますが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ここで解説します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な手法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方は言語学でかつて利用されていた依存文法（的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なさを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方目的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なとしたもの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ではな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なく、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方という理論を実利的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な

目的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ための解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方道具ですから、場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学ですから、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学に特化した、統語（シンタックス）分析の方よっては言語学でかつて利用されていた依存文法（的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なに特化した、統語（シンタックス）分析の方不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な処理も、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方あえて行うことがあります。言語学う理論をことがあります。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（言語学でかつて利用されていた依存文法（

では依存文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方は既に「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのアに特化した、統語（シンタックス）分析の方「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのアり」した理論をで、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのアでもこれを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方利用されていた依存文法（している手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方は、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方主に 機械翻訳のためのアに特化した、統語（シンタックス）分析の方 機械翻訳のためのア機械翻訳のためのアの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ための解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ア

ルゴリズムを開発するプログラマーなどを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方開発するプログラマーなどする手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なプログラマーなどな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的など IT関連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。です。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方この解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方理論をで解説します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方献はないようです。はな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ないよう理論をです。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（

したがって、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方以下では、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方説します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（明は私個人が試行錯誤しながら開発したもので、直接の参照文献は存在しません。このは私個人が試行錯誤しながら開発したもので、直接の参照文献は存在しません。このが試行うことがあります。言語学錯誤しながら開発したもので、直接の参照文献は存在しません。このしな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ながら開発するプログラマーなどしたもの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方で、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方直接の参照文献は存在しません。このの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方参照文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方献はないようです。は存在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのアしません。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（この解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方

点は、予めご了承ください。は、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方予めご了承ください。めご了承ください。了承ください。ください。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（

 ◎ タイ法条文の解読手順について）語の文章語の特性に関する覚書の解読手順について）文の解読手順について）章語の文章語の特性に関する覚書の解読手順について）特性に関する覚書に関する覚書するタイ法条文の解読手順について）覚書

① 短文の解読手順について）の解読手順について）複合体

学でかつて利用されていた依存文法（習時間に制限があるとのことでしたので、ここで基本的な文法事項の説明をしておくことにします。周知のに特化した、統語（シンタックス）分析の方制限があるとのことでしたので、ここで基本的な文法事項の説明をしておくことにします。周知のがある手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なとの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ことでしたの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方で、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ここで基本的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方事項の説明をしておくことにします。周知のの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方説します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（明は私個人が試行錯誤しながら開発したもので、直接の参照文献は存在しません。このを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方しておくことに特化した、統語（シンタックス）分析の方します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（周知のの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方

よう理論をに特化した、統語（シンタックス）分析の方、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語は中国語と同じ「孤立語」に属します。つまり、語形変化が全くない言語です。名詞が格変化じ「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア孤立語」に特化した、統語（シンタックス）分析の方属します。つまり、語形変化が全くない言語です。名詞が格変化します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（つまり、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語形変化した、統語（シンタックス）分析の方が全くない言語です。名詞が格変化くな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ない言語です。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（名詞が格変化が格変化した、統語（シンタックス）分析の方

する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことも、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方動詞が格変化が活用されていた依存文法（する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なこともありません。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（したがって、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方構成する各々の単語がどんな役割を果たすする手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な各々の単語がどんな役割を果たすの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方単語がどんな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な役割を果たすを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方果たすたす

か、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方その解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方形に特化した、統語（シンタックス）分析の方よって決まることがありませんから、語順が重要になります。また、単一の文が含み得る単語のまる手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことがありませんから、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語順が重要になります。また、単一の文が含み得る単語のが重要になります。また、単一の文が含み得る単語のに特化した、統語（シンタックス）分析の方な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なります。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（また、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方単一の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方が含み得る単語のみ得る単語の得る単語のる手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な単語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方

数も限定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合も限があるとのことでしたので、ここで基本的な文法事項の説明をしておくことにします。周知の定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合されます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（したがって、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方一文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方で表現する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことができませんから、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方短い文を複数個組み合い文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方複数も限定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合個組み合み得る単語の合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学

わせる手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことに特化した、統語（シンタックス）分析の方よって、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方構成する各々の単語がどんな役割を果たすする手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なという理論をストラテジーなどが使用されていた依存文法（されます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（英語文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方でいう理論を「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア分詞が格変化構

文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方」や日本語の「て形」などを思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」は日本語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのアて形」な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的などを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」はい出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」はしてください。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（例えば、「友だちに手紙を送った」はえば、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア友だちに手紙を送った」はだちに特化した、統語（シンタックス）分析の方手紙を送った」はを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方送った」はった」は ส่งจดหมายถึงเพ่ือน
と翻訳のためのアできますが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方これは ส่งจดหมาย「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア手紙を送った」はを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方送った」はった」と จดหมายถึงเพ่ือน「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア手紙を送った」はが友だちに手紙を送った」はだちに特化した、統語（シンタックス）分析の方届いた」という２いた」という理論を２
つの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方短い文を複数個組み合文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方組み合合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学せと解する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことができます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（

② 語の文章語の特性に関する覚書順について）と定題定題

語順が重要になります。また、単一の文が含み得る単語のに特化した、統語（シンタックス）分析の方ついて触れましたが、英語のように主格れましたが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方英語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方よう理論をに特化した、統語（シンタックス）分析の方主に 機械翻訳のためのア格(ประธาน)が常に文頭に立たなければならないというルールは、に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方頭に立たなければならないというルールは、に特化した、統語（シンタックス）分析の方立たな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なければな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ならな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ないという理論をルーなどルは、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方

タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語に特化した、統語（シンタックス）分析の方はありません。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（よく文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方頭に立たなければならないというルールは、に特化した、統語（シンタックス）分析の方目的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な格(กรรม)が立ちます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（この解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ことから「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのアタイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語に特化した、統語（シンタックス）分析の方も日本語と同じ「孤立語」に属します。つまり、語形変化が全くない言語です。名詞が格変化じ、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合題

格がある手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な」と言われます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（通常に文頭に立たなければならないというルールは、は定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合動詞が格変化の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方後に置かれる目的格が文頭に前置された形と理解されます。日本語に特化した、統語（シンタックス）分析の方置かれる目的格が文頭に前置された形と理解されます。日本語かれる手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な目的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な格が文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方頭に立たなければならないというルールは、に特化した、統語（シンタックス）分析の方前置かれる目的格が文頭に前置された形と理解されます。日本語された形と理解されます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（日本語

の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学と同じ「孤立語」に属します。つまり、語形変化が全くない言語です。名詞が格変化じよう理論をに特化した、統語（シンタックス）分析の方、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方聞き手・読み手に既知であることが条件です。ですから、指示詞き手・読に特化した、統語（シンタックス）分析の方み得る単語の手に特化した、統語（シンタックス）分析の方既に「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア知のである手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことが条件です。ですから、指示詞です。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（ですから、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方指示詞が格変化 น้ันな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的など既に「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア知のである手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なこ
とを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方表す表現が付随します。しかし、日本語の定題と異なる点があります。日本語では副文や関係文などの従します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（しかし、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方日本語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合題と異なる点があります。日本語では副文や関係文などの従な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なる手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な点は、予めご了承ください。があります。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（日本語では副文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方や日本語の「て形」などを思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」は関係文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的などの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方従

文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方内で定題助詞「は」を使用することができませんが、タイ語では許されることがあるようです。で定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合題助詞が格変化「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのアは」を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方使用されていた依存文法（する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことができませんが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語では許されることがあるようです。される手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことがある手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なよう理論をです。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（

③ 品詞の区別の解読手順について）区別

品詞が格変化に特化した、統語（シンタックス）分析の方関しても、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ヨーなどロッパ語系や日本語などと比較して違いがあります。日本語の学校文法で「体言」「用語系や日本語などと比較して違いがあります。日本語の学校文法で「体言」「用や日本語の「て形」などを思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」は日本語な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的などと比較して違いがあります。日本語の学校文法で「体言」「用して違いがあります。日本語の学校文法で「体言」「用いがあります。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（日本語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方学でかつて利用されていた依存文法（校文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方で「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア体言」「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア用されていた依存文法（

言」という理論を言葉を習ったと思います。これらはもともと古典中国語の文法用語で、「全ての語彙は、体言か用を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方習ったと思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」はいます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（これらはもともと古典中国語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方用されていた依存文法（語で、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア全くない言語です。名詞が格変化ての解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語彙は、体言か用は、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方体言か用されていた依存文法（

言の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方何れかに属する」という考え方です。それが日本語文法に取り入れられたのですが、日本語は孤立語ではれかに特化した、統語（シンタックス）分析の方属します。つまり、語形変化が全くない言語です。名詞が格変化する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な」という理論を考え方です。それが日本語文法に取り入れられたのですが、日本語は孤立語ではえ方です。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（それが日本語文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方に特化した、統語（シンタックス）分析の方取り入れられたのですが、日本語は孤立語ではり入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのアれられたの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ですが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方日本語は孤立語では

ありませんから、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方こう理論をした区別の仕方だけでは十分に日本語の特性を説明することができません。それで国文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方仕方だけでは十分に特化した、統語（シンタックス）分析の方日本語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方特性を説明することができません。それで国文を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方説します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（明は私個人が試行錯誤しながら開発したもので、直接の参照文献は存在しません。このする手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことができません。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（それで国文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方

法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方が発するプログラマーなど展することになったのですが、タイ語は孤立語ですから、この中国語の考え方がよく当てはまります。する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことに特化した、統語（シンタックス）分析の方な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なったの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ですが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語は孤立語ですから、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方この解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方中国語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方考え方です。それが日本語文法に取り入れられたのですが、日本語は孤立語ではえ方がよく当てはまります。てはまります。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（

もちろん「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア前置かれる目的格が文頭に前置された形と理解されます。日本語詞が格変化」や日本語の「て形」などを思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」は「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア接の参照文献は存在しません。この続詞が格変化」、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方純粋な「副詞」と呼べるような例外もありますが、タイ語の語彙の大半はな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア副詞が格変化」と呼べるような例外もありますが、タイ語の語彙の大半はべる手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なよう理論をな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な例えば、「友だちに手紙を送った」は外もありますが、タイ語の語彙の大半はもありますが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語彙は、体言か用の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方大半はは

体言（シンタックス）分析の方名詞が格変化）分析の方か用されていた依存文法（言（シンタックス）分析の方動詞が格変化・形容詞が格変化）分析の方の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方何れかに属する」という考え方です。それが日本語文法に取り入れられたのですが、日本語は孤立語ではれかに特化した、統語（シンタックス）分析の方属します。つまり、語形変化が全くない言語です。名詞が格変化します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（特に特化した、統語（シンタックス）分析の方用されていた依存文法（言が特徴的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なで、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方動詞が格変化と形容詞が格変化の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方境界が不明が不明は私個人が試行錯誤しながら開発したもので、直接の参照文献は存在しません。この

です。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（明は私個人が試行錯誤しながら開発したもので、直接の参照文献は存在しません。このらかに特化した、統語（シンタックス）分析の方動詞が格変化と思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」はわれる手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なもの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方でも、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方他動詞が格変化である手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なか自動詞が格変化である手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なか、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方その解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方境界が不明が不明は私個人が試行錯誤しながら開発したもので、直接の参照文献は存在しません。このです。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（その解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方表現す

る手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な行うことがあります。言語学為や事象によって、他動詞としても自動詞としても機能します。また、分詞や日本語の「て形」などを思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」は事象によって、他動詞としても自動詞としても機能します。また、分詞に特化した、統語（シンタックス）分析の方よって、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方他動詞が格変化としても自動詞が格変化としても機能します。また、分詞します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（また、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方分詞が格変化(participle)である手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なか定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合動詞が格変化



第一章　総則 （2）

(finite verb))である手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なかも、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方形からは区別の仕方だけでは十分に日本語の特性を説明することができません。それで国文できません。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（そう理論をした文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な区分は、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方すべて文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方脈から判定するしかありから判定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なしかあり

ません。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（

④ 連用修飾節ないし副詞節ないし副詞節副詞の区別節ないし副詞節

たった今言及した分詞構文と定動詞の区別ですが、これを明確に把握することは、タイ語の文章語を解読するした分詞が格変化構文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方と定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合動詞が格変化の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方区別の仕方だけでは十分に日本語の特性を説明することができません。それで国文ですが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方これを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方明は私個人が試行錯誤しながら開発したもので、直接の参照文献は存在しません。この確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なに特化した、統語（シンタックス）分析の方把握することは、タイ語の文章語を解読するする手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことは、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方章語を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な

上で非常に重要だと思われます。分詞構文とは副文で非常に文頭に立たなければならないというルールは、に特化した、統語（シンタックス）分析の方重要になります。また、単一の文が含み得る単語のだと思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」はわれます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（分詞が格変化構文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方とは副文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方(sub)ordinate clause)の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方一つで、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方動詞が格変化が副詞が格変化とな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なって、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合動詞が格変化

の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方修飾します。つまり、します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（つまり、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。用されていた依存文法（修飾します。つまり、節(adverb)ial phrase; adverb)ial clause)です。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（上で非常に重要だと思われます。分詞構文とは副文述のように、タイ語の文章の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方よう理論をに特化した、統語（シンタックス）分析の方、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方章

語は複数も限定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方短い文を複数個組み合文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方複合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学体ですが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方どれが連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。用されていた依存文法（修飾します。つまり、節でどれが定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合動詞が格変化（シンタックス）分析の方つまり主に 機械翻訳のためのア文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方）分析の方か、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方形からは判別の仕方だけでは十分に日本語の特性を説明することができません。それで国文できませ

ん。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（これを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方脈から判定するしかありから明は私個人が試行錯誤しながら開発したもので、直接の参照文献は存在しません。この確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なに特化した、統語（シンタックス）分析の方する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なことが解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方要になります。また、単一の文が含み得る単語の点は、予めご了承ください。とな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なります。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（

⑤ 連体修飾節ないし副詞節と定題関する覚書係節ないし副詞節

それから、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方章語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方難しくしているもう一つの要因がしくしている手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なもう理論を一つの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方要になります。また、単一の文が含み得る単語の因がが連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。体修飾します。つまり、節(adnominal phrase; adnominal 

clause)です。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（日本語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方名詞が格変化を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方修飾します。つまり、する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な形容詞が格変化な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的などは、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方英語や日本語の「て形」などを思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」はドイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ツ語と同じく、その名詞に前置されま語と同じ「孤立語」に属します。つまり、語形変化が全くない言語です。名詞が格変化じく、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方その解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方名詞が格変化に特化した、統語（シンタックス）分析の方前置かれる目的格が文頭に前置された形と理解されます。日本語されま

すね。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学はフランス語と同じ「孤立語」に属します。つまり、語形変化が全くない言語です。名詞が格変化じく、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方その解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方名詞が格変化に特化した、統語（シンタックス）分析の方後に置かれる目的格が文頭に前置された形と理解されます。日本語置かれる目的格が文頭に前置された形と理解されます。日本語されます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（そして、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方その解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。体修飾します。つまり、節が主に 機械翻訳のためのア格を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方有すす

る手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的などの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方理由がある場合には、がある手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学に特化した、統語（シンタックス）分析の方は、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ที่, ซึ่ง, อันな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的などの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方関係代名詞が格変化(relative pronoun)を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方伴って関係節って関係節(relative clause)とな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な

ります。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（この解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方関係代名詞が格変化がある手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学はすぐに特化した、統語（シンタックス）分析の方それと判別の仕方だけでは十分に日本語の特性を説明することができません。それで国文できる手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ですが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ない場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学に特化した、統語（シンタックス）分析の方曖昧さが生じます。例えさが生じます。例えじます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（例えば、「友だちに手紙を送った」はえ

ば「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア泣いている子供」はいている手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な子供」は」は เด็กร้องไห้と翻訳のためのアできますが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方これは「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア子供」はが泣いている子供」はいている手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な」「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア子供」はが泣いている子供」はいた」という理論を定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合
動詞が格変化表現（シンタックス）分析の方つまり主に 機械翻訳のためのア文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方）分析の方と解する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なこともできます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（この解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方区別の仕方だけでは十分に日本語の特性を説明することができません。それで国文も、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方結局は文脈によって判定します。は文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方脈から判定するしかありに特化した、統語（シンタックス）分析の方よって判定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（

⑥ 基本的な時制についてな時制についてについて

ちな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なみ得る単語のに特化した、統語（シンタックス）分析の方時制の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方問題ですが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方孤立語に特化した、統語（シンタックス）分析の方は動詞が格変化や日本語の「て形」などを思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」は形容詞が格変化の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語形変化した、統語（シンタックス）分析の方がな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ないの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方で、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方時制は副詞が格変化に特化した、統語（シンタックス）分析の方よって表現されま

す。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（特に特化した、統語（シンタックス）分析の方時制を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方示す副詞が格変化がな正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ない場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学は、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方基本的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なに特化した、統語（シンタックス）分析の方過去ないし完了時制と解した方が良いようです。日本語の場な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ないし完了時制と解した方が良いようです。日本語の場いよう理論をです。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（日本語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方場

合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方例えば、「友だちに手紙を送った」はえば「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア子供」はが泣いている子供」はく」は現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア時制と呼べるような例外もありますが、タイ語の語彙の大半はばれますが、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学 เด็กร้องไห้は「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア子供」はが泣いている子供」はいた、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方泣いている子供」はいてい
た」という理論を過去ないし完了時制と解した方が良いようです。日本語の場な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ないし完了の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学いが優先するようです。する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なよう理論をです。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（



第一章　総則 （3）

หมวด ๑
บททัว่ไป

มาตรา ๑ ประเทศไทยเป็นราชอาณาจักรอันหน่ึงอันเดียว จะแบ่งแยกมิได้
【表１】

【表２】
เป็น [และ] มิได้

ประเทศ ราชอาณาจักร จะแบ่งแยก
ไทย อัน อัน [ประเทศ]

หนึ่ง เดียว [ไทย]

【表１】【表２】は第一条の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方依存構造を分析したものです。依存構造とは「係り関係」のことです。基本的にを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方分析の方したもの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方です。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（依存構造を分析したものです。依存構造とは「係り関係」のことです。基本的にとは「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア係り関係」の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方ことです。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（基本的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的なに特化した、統語（シンタックス）分析の方

「博物館入り」した理論で、現在でもこれを利用しているのは、主に 機械翻訳のためのア述のように、タイ語の文章語が他の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方節を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方支配して、文を形成する」と考えます。タイ語や日本語の場合、述語して、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方形成する各々の単語がどんな役割を果たすする手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な」と考え方です。それが日本語文法に取り入れられたのですが、日本語は孤立語ではえます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方語や日本語の「て形」などを思い出してください。例えば、「友だちに手紙を送った」は日本語の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方場合によっては言語学的に不適切な処理も、あえて行うことがあります。言語学、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方述のように、タイ語の文章語(predicate)とは動詞が格変化ま

たは形容詞が格変化です。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（したがって依存構造を分析したものです。依存構造とは「係り関係」のことです。基本的にの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方最上で非常に重要だと思われます。分詞構文とは副文位に動詞または形容詞が位置し、その下に、述語に依存する他のに特化した、統語（シンタックス）分析の方動詞が格変化または形容詞が格変化が位に動詞または形容詞が位置し、その下に、述語に依存する他の置かれる目的格が文頭に前置された形と理解されます。日本語し、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方その解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方下では、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方に特化した、統語（シンタックス）分析の方、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方述のように、タイ語の文章語に特化した、統語（シンタックス）分析の方依存する手法は言語学的な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な他の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方

文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方節が配して、文を形成する」と考えます。タイ語や日本語の場合、述語置かれる目的格が文頭に前置された形と理解されます。日本語されます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（それらの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方節は、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。用されていた依存文法（句ないし連用節な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ないし連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。用されていた依存文法（節(adverb)ial phrase; adverb)ial clause)と、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。体句ないし連用節な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的ないし

連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。体節(adnominal phrase; adnominal clause)とに特化した、統語（シンタックス）分析の方区別の仕方だけでは十分に日本語の特性を説明することができません。それで国文されます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（以下では、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方では単に特化した、統語（シンタックス）分析の方連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。用されていた依存文法（節、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方連です。タイ語文法をこの理論で解説する文献はないようです。体節な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的などと呼べるような例外もありますが、タイ語の語彙の大半はびます。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（

【表１】は文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方節間に制限があるとのことでしたので、ここで基本的な文法事項の説明をしておくことにします。周知のの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方依存関係を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方線で表示したもので、数字は語順を表します。【表２】はそれらを省略して簡で表示したもの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方で、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方数も限定されます。したがって、複雑な意味を一文で表現することができませんから、短い文を複数個組み合字は語順を表します。【表２】はそれらを省略して簡は語順が重要になります。また、単一の文が含み得る単語のを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方表します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（【表２】はそれらを題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方省略して簡して簡

易化した、統語（シンタックス）分析の方した表です。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（通常に文頭に立たなければならないというルールは、はこの解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方簡易な正確さを目的としたものではなく、条文解読という実利的な方法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方利用されていた依存文法（します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（

ประเทศไทยเป็นราชอาณาจักรอันหน่ึงอันเดียว
ประเทศ「国家」；国家」；」；ราชอาณาจักร「国家」；王国」；อัน（類別詞・関係代名詞）；類別詞・関係代名詞）；หน่ึง「国家」；１」；เดียว「国家」；単一」」

「国家」；タイ国は、単一の王国であって…」国は、単一の王国であって…」単一」の王国であって…」王国であって…」」

・ 第一条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「は短い２つの文から成る重文で、第一文は「短い２つの文から成る重文で、第一文は「い２つの文から成る重文で、第一文は「文から成る重文で、第一文は「から成る重文で、第一文は「成る重文で、第一文は「る重文で、第一文は「重文から成る重文で、第一文は「で、第一文は「第一文から成る重文で、第一文は「は短い２つの文から成る重文で、第一文は「「N1 は短い２つの文から成る重文で、第一文は「 N2 である重文で、第一文は「」という単純なコピュラ単純なコピュラなコピュラコピュラ(copula)文から成る重文で、第一文は「です。なコピュラお、第一文は「名詞

ไทย は短い２つの文から成る重文で、第一文は「先行する名詞する重文で、第一文は「名詞 ประเทศ の文から成る重文で、第一文は「連体修飾と考えます。と考えます。えます。อัน は短い２つの文から成る重文で、第一文は「類別詞または短い２つの文から成る重文で、第一文は「関係代名詞で、第一文は「やは短い２つの文から成る重文で、第一文は「り先行する名詞先行する名詞する重文で、第一文は「名詞 ราช
อาณาจักร を修飾します。同様に、修飾と考えます。します。同様に、に、第一文は「หน่ึง および เดียว は短い２つの文から成る重文で、第一文は「先行する名詞する重文で、第一文は「 อัน を修飾します。同様に、修飾と考えます。します。อันใดอันหน่ึง「何か一つ」 か一つ」 คนใดคน
หน่ึง「誰か一人」といった表現が法律の条文でよく使われています。か一人」といった表現が法律の条文でよく使われています。」といった表現が法律の条文でよく使われています。が法律の条文でよく使われています。法律の条文でよく使われています。の文から成る重文で、第一文は「条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「文から成る重文で、第一文は「でよく使われています。使われています。われています。

จะแบ่งแยกมิได้
แบ่งแยก「国家」；分断する」；する」；」；มิได้＝ไม่ได้「国家」；できない；許されない」されない」

「国家」；[これを]分断する」；する」；ことはできない。」」

・ 第二文から成る重文で、第一文は「は短い２つの文から成る重文で、第一文は「 จะแบ่งแยก と มิได้という単純なコピュラ２つの文から成る重文で、第一文は「動詞節で構成されています。で構成る重文で、第一文は「されています。[…]は短い２つの文から成る重文で、第一文は「説明のために挿入した語で、原文には含の文から成る重文で、第一文は「ために挿入した語で、原文には含した語で、原文には含で、第一文は「原文から成る重文で、第一文は「には短い２つの文から成る重文で、第一文は「含

まれません。通常「ได้や มิได้は短い２つの文から成る重文で、第一文は「主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私はなコピュラ動詞を修飾します。同様に、修飾と考えます。する重文で、第一文は「助動詞」と説明のために挿入した語で、原文には含されますが法律の条文でよく使われています。、第一文は「私はは短い２つの文から成る重文で、第一文は「 ได้や มิได้こそ主な動詞であると考主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私はなコピュラ動詞である重文で、第一文は「と考えます。

えます。なコピュラぜなコピュラら成る重文で、第一文は「、第一文は「否定詞 ไม่(มิ)や助詞 ก็が法律の条文でよく使われています。この文から成る重文で、第一文は「動詞節で構成されています。に付加されるからです。したがって動詞節される重文で、第一文は「から成る重文で、第一文は「です。したが法律の条文でよく使われています。って動詞節で構成されています。 จะแบ่งแยก は短い２つの文から成る重文で、第一文は「従文から成る重文で、第一文は「だ

と考えます。えます。つまり先行する名詞日本語で、原文には含の文から成る重文で、第一文は「「〜してもよい」「〜しては短い２つの文から成る重文で、第一文は「いけなコピュラい」と同様に、の文から成る重文で、第一文は「構造です。です。



第一章　総則 （4）

มาตรา ๒ ประเทศไทยมีการปกครองระบอบประชาธิปไตยอันมีพระมหากษตัริย์ทรงเป็นประมุข

มี
ประเทศ การ
ไทย ปกครอง ระบอบ

ประชาธิปไตย อัน
มี
พระมหากษัตริย์
ทรงเป็น
ประมุข

ประเทศไทยมีการปกครองระบอบประชาธิปไตยอันมีพระมหากษัตริย์ทรงเป็นประมุข
ปกครอง「国家」；統治する」；する」；」；ระบอบ「国家」；システム；制度」；」；ประชาธิปไตย「国家」；民主制」；พระมหากษัตริย์「国家」；国王」；ทรง（類別詞・関係代名詞）；絶対敬語）；ประมุข「国家」；国家」；元首」」

「国家」；タイ国は、単一の王国であって…」国は、単一の王国であって…」国王を国家」；元首」に戴く民主制による統治機構を有する。」戴く民主制による統治機構を有する。」く民主制による統治機構を有する。」民主制に戴く民主制による統治機構を有する。」よる」；統治する」；機構を有する。」を有する。」する」；。」」

・ 第二条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「は短い２つの文から成る重文で、第一文は「単純なコピュラなコピュラ複文から成る重文で、第一文は「で、第一文は「ประเทศไทยมีการปกครอง が法律の条文でよく使われています。主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は文から成る重文で、第一文は「、第一文は「名詞節で構成されています。 ระบอบประชาธิปไตย は短い２つの文から成る重文で、第一文は「 การปกครอง の文から成る重文で、第一文は「連体修飾と考えます。節で構成されています。、第一文は「

です。ปกรองประเทศโดยระบอบประชาธิปไตย「民主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は制によって国を統治する」という表現をによって国を統治する」という表現をを修飾します。同様に、統治する」という表現をする重文で、第一文は「」という単純なコピュラ表現が法律の条文でよく使われています。を修飾します。同様に、 การ を修飾します。同様に、使われています。って名詞化すると、する重文で、第一文は「と、第一文は「

การปกรองโดยระบอบประชาธิปไตย「民主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は制によって国を統治する」という表現をによる重文で、第一文は「統治する」という表現を」、第一文は「更にに โดย を修飾します。同様に、省略してして การปกรองระบอบประชาธิปไตย「民主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は制によって国を統治する」という表現を

の文から成る重文で、第一文は「統治する」という表現を」となコピュラり先行する名詞ます。 そ主な動詞であると考の文から成る重文で、第一文は「「民主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は制によって国を統治する」という表現を」に関係代名詞 อัน が法律の条文でよく使われています。続きます。関係文内の主文がきます。関係文から成る重文で、第一文は「内の主文がの文から成る重文で、第一文は「主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は文から成る重文で、第一文は「が法律の条文でよく使われています。 มีพระมหากษตัริย์「国を統治する」という表現を王を戴く」を修飾します。同様に、戴く」く使われています。」

で、第一文は「เป็นประมุข を修飾します。同様に、名詞 พระมหากษัตริย์の文から成る重文で、第一文は「連体修飾と考えます。節で構成されています。と解釈します。つまり「国家元首たる国王」です。なお、します。つまり先行する名詞「国を統治する」という表現を家元首たる国王」です。なお、たる重文で、第一文は「国を統治する」という表現を王を戴く」」です。なコピュラお、第一文は「⑤連体修飾

節と関係節と関係節と関係節で述べたように、タイ語では次の構文構造べたよう単純なコピュラに、第一文は「タイ語では次の構文構造語で、原文には含では短い２つの文から成る重文で、第一文は「次の構文構造の文から成る重文で、第一文は「構文から成る重文で、第一文は「構造です。(A))と(B))の文から成る重文で、第一文は「区別は短い２つの文から成る重文で、第一文は「直ちにつきません。文脈から判断します。ちにつきません。文から成る重文で、第一文は「脈から判断します。から成る重文で、第一文は「判断します。します。



第一章　総則 （5）

มาตรา ๓ อำานาจอธิปไตยเป็นของปวงชนชาวไทย พระมหากษตัริย์ผ้้ทรงเป็นประมุขทรงใช้อำานาจนัน้
ทางรัฐสภา คณะรัฐมนตรี และศาล ตามบทบัญญัติแห่งรัฐธรรมน้ญ

รัฐสภา คณะรัฐมนตรี ศาล องค์กรอิสระ และหน่วยงานของรัฐ ต้องปฏิบัติหน้าที่ให้เป็นไปตาม
รัฐธรรมน้ญ กฎหมาย และหลักนิติธรรม เพื่อประโยชน์ส่วนรวมของประเทศชาติและความผาสุกของ
ประชาชนโดยรวม

เป็น [และ] ทรงใช้
อำานาจ ของ พระมหากษัตรยิ์ = ผ้้ อำานาจ ทาง ตาม
อธิปไตย ปวงชนชาว ทรงเป็น นัน้ รัฐสภา คณะ และ ศาล บทบัญญัติ

ไทย ประมุข รัฐมนตรี แห่ง
รัฐธรรมน้ญ

อำานาจอธิปไตยเป็นของปวงชนชาวไทย
อำานาจ「国家」；権限；権能」；」；อำานาจอธิปไตย「国家」；主権」；ของ「国家」；所有する。」物」；」；ปวงชนชาว「国家」；全ての国民」ての王国であって…」国民」

「国家」；主権は、単一の王国であって…」全ての国民」ての王国であって…」タイ国は、単一の王国であって…」国民に戴く民主制による統治機構を有する。」属する。」する」；。」」

พระมหากษัตริย์ผ้้ทรงเป็นประมุขทรงใช้อำานาจนัน้ทางรัฐสภา คณะรัฐมนตรี และศาล ตามบทบัญญัติแห่งรัฐธรรมน้ญ
ทรงใช้「国家」；行使なさる」；なさる」；」；ทาง「国家」；道；経路」；」；รัฐสภา「国家」；国会；衆議院」；」；คณะรัฐมนตรี「国家」；内閣」；」；ศาล「国家」；裁判所」；ตาม「国家」；従う；従って」；う；従う；従って」；って」；บทบัญญัติ「国家」；規定」；」；แห่ง「国家」；場

所；〜に於ける」；に戴く民主制による統治機構を有する。」於ける」；ける」；」；รัฐธรรมน้ญ「国家」；憲法」」

「国家」；国家」；元首」たる」；国王が国会、内閣、裁判所を通じ、憲法の規定にしたがってこの権能を行使される。」国会、単一の王国であって…」内閣」；、単一の王国であって…」裁判所を通じ、憲法の規定にしたがってこの権能を行使される。」じ、単一の王国であって…」憲法」の王国であって…」規定」；に戴く民主制による統治機構を有する。」したが国会、内閣、裁判所を通じ、憲法の規定にしたがってこの権能を行使される。」ってこの王国であって…」権能」；を行使なさる」；される」；。」」

・ 第三条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「第一項第一文から成る重文で、第一文は「は短い２つの文から成る重文で、第一文は「単純なコピュラなコピュラコピュラ文から成る重文で、第一文は「、第一文は「第二文から成る重文で、第一文は「の文から成る重文で、第一文は「主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は要部分はは短い２つの文から成る重文で、第一文は「 พระมหากษัตริย์ … ใช้ … อำานาจ で、第一文は「英語で、原文には含で言えばえば S-

V-O という単純なコピュラ単純なコピュラなコピュラ文から成る重文で、第一文は「です。ここでは短い２つの文から成る重文で、第一文は「 พระมหากษัตริย์と ผ้้ทรงเป็นประมุข を修飾します。同様に、同格(apposition)と解していますが法律の条文でよく使われています。、第一文は「ผ้้を修飾します。同様に、関係

代名詞と考えます。える重文で、第一文は「こともできます。そ主な動詞であると考こに２つの文から成る重文で、第一文は「連用修飾と考えます。節で構成されています。（副詞節で構成されています。）が付加されます。その１つ目で立法、行政、司法のが法律の条文でよく使われています。付加されるからです。したがって動詞節されます。そ主な動詞であると考の文から成る重文で、第一文は「１つ目で立法、行政、司法ので立法、第一文は「行する名詞政、第一文は「司法の文から成る重文で、第一文は「

三権が列挙されますが、このようにが法律の条文でよく使われています。列挙されますが、このようにされますが法律の条文でよく使われています。、第一文は「この文から成る重文で、第一文は「よう単純なコピュラに และ や หรือ を修飾します。同様に、挟んで名詞節が連続する場合は、それぞれが上位に位置する語にんで名詞節で構成されています。が法律の条文でよく使われています。連続きます。関係文内の主文がする重文で、第一文は「場合は、それぞれが上位に位置する語には短い２つの文から成る重文で、第一文は「、第一文は「そ主な動詞であると考れぞれが法律の条文でよく使われています。上位に位置する語にに位に位置する語に置する語にする重文で、第一文は「語で、原文には含に

対して等価ですから、依存関係図では水平方向に並べます。その上位する語はここでは名詞して等価ですから、依存関係図では水平方向に並べます。その上位する語はここでは名詞ですから成る重文で、第一文は「、第一文は「依存関係図では水平方向に並べます。その上位する語はここでは名詞では短い２つの文から成る重文で、第一文は「水平方向に並べます。その上位する語はここでは名詞に並べます。その上位する語はここでは名詞べます。そ主な動詞であると考の文から成る重文で、第一文は「上位に位置する語にする重文で、第一文は「語で、原文には含は短い２つの文から成る重文で、第一文は「ここでは短い２つの文から成る重文で、第一文は「名詞 ทาง です。ここでは短い２つの文から成る重文で、第一文は「 ใน
ทาง という単純なコピュラ副詞として働いています。２つ目の連用修飾節を導く語いています。２つ目で立法、行政、司法のの文から成る重文で、第一文は「連用修飾と考えます。節で構成されています。を修飾します。同様に、導く語く使われています。語で、原文には含 ตาม は短い２つの文から成る重文で、第一文は「基本的に動詞ですが、ここでは前置詞としてに動詞ですが法律の条文でよく使われています。、第一文は「ここでは短い２つの文から成る重文で、第一文は「前置する語に詞として

機能しています。なおしています。なコピュラお แห่ง は短い２つの文から成る重文で、第一文は「名詞ですが法律の条文でよく使われています。、第一文は「連体修飾と考えます。節で構成されています。を修飾します。同様に、導く語く使われています。前置する語に詞の文から成る重文で、第一文は「よう単純なコピュラに働いています。２つ目の連用修飾節を導く語きます。



第一章　総則 （6）

ต้องปฏิบัติ ให้
รัฐสภา คณะ ศาล องค์กรอิสระ และ หน่วยงาน หน้าที่ เป็นไป เพื่อ

รัฐมนตรี ของ ตาม ประโยชน์ และ ความ
รัฐ รัฐธรรมน้ญ กฎหมาย และ หลัก ส่วนรวม ของ ผาสุก ของ

นิติธรรม ประเทศชาติ ประชาชน
โดยรวม

รัฐสภา คณะรัฐมนตรี ศาล องค์กรอิสระ และหน่วยงานของรัฐ ต้องปฏิบัติหน้าที่ให้เป็นไปตามรัฐธรรมน้ญ กฎหมาย และหลัก
นิติธรรม เพ่ือประโยชน์ส่วนรวมของประเทศชาติและความผาสุกของประชาชนโดยรวม

 องค์กรอิสระ「国家」；独立委員会」；หน่วยงานของรัฐ「国家」；行政官庁」；」；ปฏิบัติ「国家」；執行する」；」；หน้าที่「国家」；義務；職務」；เป็นไป「国家」；進捗する」；する」；」；หลักนิติธรรม「国家」；法」原則」；」；

เพื่อ「国家」；〜に於ける」；の王国であって…」ため」；」；ประโยชน์「国家」；利益；効用」；」；ส่วนรวม「国家」；総体；全ての国民」体」；ประเทศชาติ「国家」；国家」；」；ความผาสุก「国家」；幸福」」;ประชาชน「国家」；国民」；โดยรวม「国家」；総体としての王国であって…」」

「国家」；国会、単一の王国であって…」内閣」；、単一の王国であって…」裁判所、単一の王国であって…」独立委員会および行政官庁は、憲法、法令および法原則を順守してその職務を遂行し、もって国家総体の利益および国民全行政官庁」；は、単一の王国であって…」憲法」、単一の王国であって…」法」令および法原則を順守してその職務を遂行し、もって国家総体の利益および国民全および行政官庁は、憲法、法令および法原則を順守してその職務を遂行し、もって国家総体の利益および国民全法」原則」；を順守してその職務を遂行し、もって国家総体の利益および国民全してその王国であって…」職務を遂行し、単一の王国であって…」もって国家」；総体の王国であって…」利益および行政官庁は、憲法、法令および法原則を順守してその職務を遂行し、もって国家総体の利益および国民全国民全ての国民」

体の王国であって…」幸福」を図らなければならない。」らなければならない。」」

・ 第二項は短い２つの文から成る重文で、第一文は「連続きます。関係文内の主文がする重文で、第一文は「名詞節で構成されています。が法律の条文でよく使われています。主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は語で、原文には含となコピュラり先行する名詞、第一文は「(ต้อง)ปฏิบัติ … ให้を修飾します。同様に、複合は、それぞれが上位に位置する語に動詞と考えます。えます。複合は、それぞれが上位に位置する語にですが法律の条文でよく使われています。、第一文は「第一動詞 ปฏิบัติにそ主な動詞であると考

の文から成る重文で、第一文は「目で立法、行政、司法の的に動詞ですが、ここでは前置詞として格 หน้าที่が法律の条文でよく使われています。入した語で、原文には含り先行する名詞込むことにより、第二動詞むことにより先行する名詞、第一文は「第二動詞 ให้が法律の条文でよく使われています。分は離したと解します。このような場合、第二動詞以下は、第一動したと解します。この文から成る重文で、第一文は「よう単純なコピュラなコピュラ場合は、それぞれが上位に位置する語に、第一文は「第二動詞以下は、第一動は短い２つの文から成る重文で、第一文は「、第一文は「第一動

詞の文から成る重文で、第一文は「表す動作や事象の態様ないし結果を表すと解せられます。したがってや事象の態様ないし結果を表すと解せられます。したがっての文から成る重文で、第一文は「態様に、なコピュラいし結果を表すと解せられます。したがってを修飾します。同様に、表すと解せら成る重文で、第一文は「れます。したが法律の条文でよく使われています。って ให้は短い２つの文から成る重文で、第一文は「副詞節で構成されています。を修飾します。同様に、導く語く使われています。ことになコピュラり先行する名詞ます。ここでは短い２つの文から成る重文で、第一文は「

เป็นไปตาม … หลักนิติธรรม が法律の条文でよく使われています。そ主な動詞であると考れです。そ主な動詞であると考こに更にに เพ่ือประโยชน์ … และความผาสุก … という単純なコピュラ第二の文から成る重文で、第一文は「副詞節で構成されています。が法律の条文でよく使われています。続きます。関係文内の主文がきます。

เพ่ือ は短い２つの文から成る重文で、第一文は「前置する語に詞と解します。

・ なコピュラお、第一文は「独立委員会とは以下の７機関を意味します：とは短い２つの文から成る重文で、第一文は「以下は、第一動の文から成る重文で、第一文は「７機関を意味します：機関を修飾します。同様に、意味します：します：1.คณะกรรมการการเลือกตัง้ (กกต.)「選挙されますが、このように管理委員会とは以下の７機関を意味します：」 2.ผ้้ตรวจการ
แผ่นดิน「オンブズマン」 3.คณะกรรมการป้องกันและปราบปรามการทุจริตแห่งชาติ (ปปช.)「汚職防止委員会とは以下の７機関を意味します：」 4.คณะ
กรรมการตรวจเงินแผ่นดิน「会とは以下の７機関を意味します：計監査委員会とは以下の７機関を意味します：」 5.องค์กรอัยการ「検察庁」 」 6.คณะกรรมการสิทธิมนุษยชนแห่งชาติ (กสม.)

「人」といった表現が法律の条文でよく使われています。権が列挙されますが、このように保護委員会とは以下の７機関を意味します：」 7.สภาที่ปรึกษาเศรษฐกิจและสังคมแห่งชาติ「社会とは以下の７機関を意味します：経済諮問会とは以下の７機関を意味します：議」（邦訳は暫定的なものです）」（邦訳は暫定的なものです）は短い２つの文から成る重文で、第一文は「暫定的に動詞ですが、ここでは前置詞としてなコピュラもの文から成る重文で、第一文は「です）が付加されます。その１つ目で立法、行政、司法の

มาตรา ๔ ศักดิศ์รีความเป็นมนุษย์ สิทธิ เสรีภาพ และความเสมอภาคของบุคคลย่อมได้รับความ
คุ้มครอง

ปวงชนชาวไทยย่อมได้รับความคุ้มครองตามรัฐธรรมน้ญเสมอกัน

ย่อมได้รบั ย่อมได้รบั
ศักดิศ์รี สิทธิ เสรภีาพ และ ความ ความ ปวงชนชาว ความ เสมอกัน
ความ เสมอภาค ของ คุ้มครอง ไทย คุ้มครอง ตาม
เป็น บุคคล รัฐธรรมน้ญ
มนุษย์

ศักดิศ์รีความเป็นมนุษย์ สิทธิ เสรีภาพ และความเสมอภาคของบุคคลย่อมได้รับความคุ้มครอง
ศักดิศ์รีความเป็นมนุษย์「国家」；人格としての尊厳」；としての王国であって…」尊厳」；」；สทิธิ「国家」；権利」； เสรีภาพ「国家」；自由」；」；ความเสมอภาค「国家」；平等」；」；บุคคล「国家」；個人」；ย่อม「国家」；当然に」；に戴く民主制による統治機構を有する。」」；ได้รับ「国家」；受ける；享ける」；；享

受ける；享する」；」；ความคุ้มครอง「国家」；保護」」

［あらゆる」；］個人は、その人格としての尊厳、権利、自由および平等を当然に保障される。」個人は、単一の王国であって…」その王国であって…」人格としての尊厳」；としての王国であって…」尊厳」；、単一の王国であって…」権利、単一の王国であって…」自由」；および行政官庁は、憲法、法令および法原則を順守してその職務を遂行し、もって国家総体の利益および国民全平等」；を当然に」；に戴く民主制による統治機構を有する。」保障される。」される」；。」」



第一章　総則 （7）

ปวงชนชาวไทยย่อมได้รับความคุ้มครองตามรัฐธรรมน้ญเสมอกัน
เสมอกัน「国家」；平等」；に戴く民主制による統治機構を有する。」」

「国家」；全ての国民」ての王国であって…」タイ国は、単一の王国であって…」国民は、単一の王国であって…」平等」；に戴く民主制による統治機構を有する。」憲法」に戴く民主制による統治機構を有する。」よる」；保護」を受ける；享ける」；。」」

・ 第四条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「第一項は短い２つの文から成る重文で、第一文は「個人」といった表現が法律の条文でよく使われています。の文から成る重文で、第一文は「人」といった表現が法律の条文でよく使われています。権が列挙されますが、このように保障に関する規定、第二項はタイ国民に限って保障される憲法上の保護に関する規定に関する重文で、第一文は「規定、第一文は「第二項は短い２つの文から成る重文で、第一文は「タイ語では次の構文構造国を統治する」という表現を民に限って保障される憲法上の保護に関する規定って保障に関する規定、第二項はタイ国民に限って保障される憲法上の保護に関する規定される重文で、第一文は「憲法上の文から成る重文で、第一文は「保護に関する重文で、第一文は「規定

です。第一項の文から成る重文で、第一文は「構文から成る重文で、第一文は「上の文から成る重文で、第一文は「注意点は、連体節は短い２つの文から成る重文で、第一文は「、第一文は「連体節で構成されています。 ของบุคคล は短い２つの文から成る重文で、第一文は「、第一文は「ความเสมอภาค だけでなコピュラく使われています。、第一文は「ศักดิศ์รี สิทธิ เสรีภา にも係る重文で、第一文は「とい

う単純なコピュラことです。第二項では短い２つの文から成る重文で、第一文は「、第一文は「ตามรัฐธรรมน้ญ の文から成る重文で、第一文は「性質が問題となります。本来はが法律の条文でよく使われています。問題となります。本来はとなコピュラり先行する名詞ます。本来はは短い２つの文から成る重文で、第一文は「 คุ้มครอง … ตามรัฐธรรมน้ญ という単純なコピュラ副詞節で構成されています。で

すが法律の条文でよく使われています。、第一文は「動詞が法律の条文でよく使われています。 ความคุ้มครอง と名詞化すると、されたために、第一文は「ตามรัฐธรรมน้ญ も連体節で構成されています。となコピュラっています。

มาตรา ๕ รัฐธรรมน้ญเป็นกฎหมายส้งสุดของประเทศ บทบัญญัติใดของกฎหมาย กฎหรือข้อบังคับ หรือ
การกระทำาใด ขัดหรือแยง้ต่อรัฐธรรมน้ญ บทบัญญัติหรือการกระทำานัน้เป็นอันใช้บังคับมิได้

เมื่อไม่มีบทบัญญัติแห่งรัฐธรรมน้ญน้ีบังคับแก่กรณีใด ให้กระทำาการนัน้หรือวินิจฉัยกรณีนัน้ไป
ตามประเพณีการปกครองประเทศไทยในระบอบประชาธิปไตยอันมีพระมหากษตัริย์ทรงเป็นประมุข

เป็น
รัฐธรรมน้ญ กฎหมาย

ส้ง ของ
สุด ประเทศ

เป็น
ขัด หรือ แย้ง บทบัญญัติ หรือ การ อัน

บทบัญญัติ หรือ การ ต่อ กระทำา นั้น มิได้
ใด ของ กระทำา ใด รัฐธรรมนูญ ใช้บังคับ

กฎหมาย กฎ หรือ ข้อ
บังคับ

รัฐธรรมน้ญเป็นกฎหมายส้งสุดของประเทศ
ส้งสุด「国家」；最高の」の王国であって…」」

「国家」；憲法」は、単一の王国であって…」国の王国であって…」最高の」法」規である」；。」」

บทบัญญัติใดของกฎหมาย กฎหรือข้อบังคับ หรือการกระทำาใด ขดัหรือแย้งต่อรัฐธรรมน้ญ บทบัญญัติหรือการกระทำานัน้เป็นอัน
ใช้บังคับมิได้

กฎ「国家」；規則」；」；ข้อบังคับ「国家」；命令および法原則を順守してその職務を遂行し、もって国家総体の利益および国民全」；การกระทำา「国家」；行為」；」；ใด（類別詞・関係代名詞）；指示詞）「国家」；いずれの王国であって…」；何らかの」；らかの王国であって…」」；ขัด「国家」；反する；抵触する」；する」；；抵触する」；する」；」；แย้ง「国家」；背反する；抵触する」；する」；」；ต่อ「国家」；〜に於ける」；に戴く民主制による統治機構を有する。」対して」；ใช้
บังคับ「国家」；強制する」；」

「国家」；法」律、単一の王国であって…」規則」；もしく民主制による統治機構を有する。」は命令および法原則を順守してその職務を遂行し、もって国家総体の利益および国民全の王国であって…」いずれかの王国であって…」規定」；、単一の王国であって…」または［国家」；機関の王国であって…」］個人は、その人格としての尊厳、権利、自由および平等を当然に保障される。」いずれかの王国であって…」行為」；が国会、内閣、裁判所を通じ、憲法の規定にしたがってこの権能を行使される。」憲法」［の王国であって…」規定」；］個人は、その人格としての尊厳、権利、自由および平等を当然に保障される。」に戴く民主制による統治機構を有する。」抵触する」；し、単一の王国であって…」または背反する；抵触する」；する」；ときは、単一の王国であって…」その王国であって…」規定」；ま

たは行為」；は、単一の王国であって…」［法」的］個人は、その人格としての尊厳、権利、自由および平等を当然に保障される。」強制力を有しない。」を有する。」しない。」」

・ 第五条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「第一項第一文から成る重文で、第一文は「は短い２つの文から成る重文で、第一文は「、第一文は「「憲法は短い２つの文から成る重文で、第一文は「国を統治する」という表現をの文から成る重文で、第一文は「最高法規である重文で、第一文は「」旨の単純なコピュラ文です。第二文は条件文を伴った複文との文から成る重文で、第一文は「単純なコピュラなコピュラコピュラ文から成る重文で、第一文は「です。第二文から成る重文で、第一文は「は短い２つの文から成る重文で、第一文は「条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「件文から成る重文で、第一文は「を修飾します。同様に、伴った複文とった複文から成る重文で、第一文は「と

考えます。えら成る重文で、第一文は「れます。接続きます。関係文内の主文が詞 ถ้า は短い２つの文から成る重文で、第一文は「あり先行する名詞ませんが法律の条文でよく使われています。、第一文は「บทบัญญัติ … ขดัหรือแย้งต่อรัฐธรรมน้ญ を修飾します。同様に、条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「件文から成る重文で、第一文は「と解する重文で、第一文は「ことが法律の条文でよく使われています。できます。なコピュラ

お、第一文は「この文から成る重文で、第一文は「条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「件文から成る重文で、第一文は「の文から成る重文で、第一文は「中でで หรือ が法律の条文でよく使われています。二度使われています。われますが法律の条文でよく使われています。、第一文は「日本民法の文から成る重文で、第一文は「「または短い２つの文から成る重文で、第一文は「」と「もしく使われています。は短い２つの文から成る重文で、第一文は「」と同様に、にレベルの違いがありますの文から成る重文で、第一文は「違いがありますいが法律の条文でよく使われています。あり先行する名詞ます。



第一章　総則 （8）

英訳は暫定的なものです）は短い２つの文から成る重文で、第一文は「原文から成る重文で、第一文は「から成る重文で、第一文は「微妙にずれています。主文はにずれています。主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は文から成る重文で、第一文は「は短い２つの文から成る重文で、第一文は「 บทบัญญัติ … เป็นอัน … という単純なコピュラコピュラ文から成る重文で、第一文は「で、第一文は「อัน は短い２つの文から成る重文で、第一文は「代名詞、第一文は「ใช้บังคับมิได้
は短い２つの文から成る重文で、第一文は「そ主な動詞であると考れを修飾します。同様に、修飾と考えます。する重文で、第一文は「連体文から成る重文で、第一文は「と解します。มิได้を修飾します。同様に、述べたように、タイ語では次の構文構造語で、原文には含と考えます。える重文で、第一文は「ため、第一文は「依存関係を修飾します。同様に、示す線が奇妙な形になります。す線が奇妙な形になります。が法律の条文でよく使われています。奇妙にずれています。主文はなコピュラ形になります。になコピュラり先行する名詞ます。

ให้
เม่ือ กระทำา หรือ วินจิฉัย ไป
ไม่มี การ กรณี ตาม
บทบัญญัติ นัน้ นัน้ ประเพณี
แห่ง บังคับ การ ประเทศ ใน
รัฐธรรมน้ญ แก่ ปกครอง ไทย ระบอบ
นี้ กรณี ประชาธิปไตย อัน

ใด มี
พระมหากษัตริย์
ทรงเป็น
ประมุข

เม่ือไม่มีบทบัญญัติแห่งรัฐธรรมน้ญนีบั้งคับแก่กรณีใด ให้กระทำาการนัน้หรือวินิจฉัยกรณีนัน้ไปตามประเพณีการปกครอง
ประเทศไทยในระบอบประชาธิปไตยอันมีพระมหากษัตริย์ทรงเป็นประมุข

เม่ือ（類別詞・関係代名詞）；接続詞）「国家」；〜に於ける」；とき」；บังคับ「国家」；規定」；する」；」；แก่（類別詞・関係代名詞）；前置詞）「国家」；〜に於ける」；に戴く民主制による統治機構を有する。」対して；〜に於ける」；に戴く民主制による統治機構を有する。」ついて」；กรณี「国家」；事件；事案」；」；วินิจฉัย「国家」；判断する」；する」；；裁定」；する」；」；ประเพณี「国家」；慣

習；伝統」

「国家」；何らかの」；らかの王国であって…」事案」；に戴く民主制による統治機構を有する。」つき、単一の王国であって…」それに戴く民主制による統治機構を有する。」関する」；規定」；が国会、内閣、裁判所を通じ、憲法の規定にしたがってこの権能を行使される。」本憲法」に戴く民主制による統治機構を有する。」欠けるときには、国王を国家元首に戴く民主制におけるタイ国の統治の伝統にしたがって行ける」；ときに戴く民主制による統治機構を有する。」は、単一の王国であって…」国王を国家」；元首」に戴く民主制による統治機構を有する。」戴く民主制による統治機構を有する。」く民主制による統治機構を有する。」民主制に戴く民主制による統治機構を有する。」おける」；タイ国は、単一の王国であって…」国の王国であって…」統治する」；の王国であって…」伝統に戴く民主制による統治機構を有する。」したが国会、内閣、裁判所を通じ、憲法の規定にしたがってこの権能を行使される。」って行

為」；し、単一の王国であって…」または裁定」；しなければならない。」」

・ 第二項は短い２つの文から成る重文で、第一文は「、第一文は「เม่ือ に導く語かれる重文で、第一文は「条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「件文から成る重文で、第一文は「を修飾します。同様に、伴った複文とった複文から成る重文で、第一文は「です。この文から成る重文で、第一文は「条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「件文から成る重文で、第一文は「内の主文がの文から成る重文で、第一文は「 บังคับแก่กรณีใด は短い２つの文から成る重文で、第一文は「名詞 บทบัญญัติを修飾します。同様に、修飾と考えます。する重文で、第一文は「連

体文から成る重文で、第一文は「と解されます。続きます。関係文内の主文がく使われています。主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は文から成る重文で、第一文は「も使われています。役を意味するを修飾します。同様に、意味します：する重文で、第一文は「 ให้を修飾します。同様に、述べたように、タイ語では次の構文構造語で、原文には含とし、第一文は「そ主な動詞であると考れに導く語かれる重文で、第一文は「従文から成る重文で、第一文は「を修飾します。同様に、伴った複文とった複文から成る重文で、第一文は「です。この文から成る重文で、第一文は「従文から成る重文で、第一文は「の文から成る重文で、第一文は「動

詞は短い２つの文から成る重文で、第一文は「 กระทำาไป, วินิจฉัยไป という単純なコピュラ複合は、それぞれが上位に位置する語に動詞だと考えます。える重文で、第一文は「ことが法律の条文でよく使われています。できます。第一動詞の文から成る重文で、第一文は「後にその目的格たるにそ主な動詞であると考の文から成る重文で、第一文は「目で立法、行政、司法の的に動詞ですが、ここでは前置詞として格たる重文で、第一文は「 การนัน้, กรณีนัน้
が法律の条文でよく使われています。挿入した語で、原文には含されたために、第一文は「第二動詞 ไป が法律の条文でよく使われています。分は離したと解します。このような場合、第二動詞以下は、第一動している重文で、第一文は「と考えます。えます。そ主な動詞であると考してこの文から成る重文で、第一文は「第二動詞は短い２つの文から成る重文で、第一文は「、第一文は「第一動詞の文から成る重文で、第一文は「表す行する名詞為の態様の文から成る重文で、第一文は「態様に、

なコピュラいし結果を表すと解せられます。したがってを修飾します。同様に、表すと解されます。なコピュラおこの文から成る重文で、第一文は「際、第一文は「วินิจฉัยกรณีนัน้ という単純なコピュラ目で立法、行政、司法の的に動詞ですが、ここでは前置詞として格を修飾します。同様に、伴った複文とう単純なコピュラ他動詞の文から成る重文で、第一文は「構文から成る重文で、第一文は「と、第一文は「กรณีนัน้ไป という単純なコピュラ主な動詞を修飾する助動詞」と説明されますが、私は

格を修飾します。同様に、伴った複文とう単純なコピュラ自動詞の文から成る重文で、第一文は「構文から成る重文で、第一文は「とが法律の条文でよく使われています。同時に成立していると考えれるところから、に成る重文で、第一文は「立している重文で、第一文は「と考えます。えれる重文で、第一文は「ところから成る重文で、第一文は「、第一文は「วินิจฉัย-กรณีนัน้-ไป の文から成る重文で、第一文は「３文節間の依存構造が文から成る重文で、第一文は「節で構成されています。間の依存構造がの文から成る重文で、第一文は「依存構造です。が法律の条文でよく使われています。

三角形になります。を修飾します。同様に、形になります。成る重文で、第一文は「しています。



第一章　総則 （9）

・ ところでこの文から成る重文で、第一文は「第五条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「第二項は短い２つの文から成る重文で、第一文は「仏暦２５４０年憲法以来はの文から成る重文で、第一文は「条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「文から成る重文で、第一文は「で、第一文は「現が法律の条文でよく使われています。行する名詞憲法では短い２つの文から成る重文で、第一文は「旧条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「文から成る重文で、第一文は「に กระทำาการนัน้ の文から成る重文で、第一文は「部分はが法律の条文でよく使われています。付加されるからです。したがって動詞節

されました。この文から成る重文で、第一文は「ため、第一文は「条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「件文から成る重文で、第一文は「の文から成る重文で、第一文は「内の主文が容と齟齬が生じています。いぞれにせよ、この条文はタイ版「国体論」と見られる内と齟齬が生じています。いぞれにせよ、この条文はタイ版「国体論」と見られる内が法律の条文でよく使われています。生じています。いぞれにせよ、この条文はタイ版「国体論」と見られる内じています。いぞれにせよ、第一文は「この文から成る重文で、第一文は「条は短い２つの文から成る重文で、第一文は「文から成る重文で、第一文は「は短い２つの文から成る重文で、第一文は「タイ語では次の構文構造版「国を統治する」という表現を体論」と見られる内ら成る重文で、第一文は「れる重文で、第一文は「内の主文が

容と齟齬が生じています。いぞれにせよ、この条文はタイ版「国体論」と見られる内です。

以上で非常に重要だと思われます。分詞構文とは副文で、仏暦２５６０年憲法を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方第一章総則の分析と解説を終わります。の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方分析の方と解説します。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（を題材として、タイ法条文の解読に特化した、統語（シンタックス）分析の方終わります。わります。一応、言語学でかつて利用されていた依存文法（


